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IoT住宅を実現する 
「ECHONET LiteTM」 
（エコーネットライト） 

（一社）エコーネットコンソーシアム 

平成28年度補正予算  
ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）普及加速事業費補助金 
 公募説明会 参考資料 
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エコーネットコンソーシアム 

「（一社）エコーネットコンソーシアム」 

とは、スマートハウスを実現する通信プロトコル（共通のことば） 

「ECHONET LiteTM」 

の規格（仕様）開発と、普及促進を行う業界団体です。 

● 幹事会員 ： ECHONETに技術的貢献ができると認められた企業 

 シャープ(株)、東京電力ホールディングス(株)、(株)東芝、日本電信電話(株)、 

（株)日立製作所、パナソニック(株)、三菱電機(株) 

● 一般会員 ： ECHONETに関心がある世界中の全ての企業 
● 学術会員 ： ECHONETに関心がある教育機関（大学研究室等） 

幹事会員（準会員） 一般会員（準会員） 学術会員 合計（準会員含む） 

会員数（2016/9/28） 7社（37社） 162社（45社） 27会員 278 社（会員） 
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エコーネットコンソーシアム 
トレードマーク 

※エコーネットコンソーシアムの組織 
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ﾈｯﾄ・ｾﾞﾛ・ｴﾈﾙｷﾞｰ・ﾊｳｽ支援事業とECHONET LiteTM 

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス支援事業 公募要領において 

「ECHONET Lite」規格を搭載したエネルギー計測装置 

設備導入が必須要件となっています。 

※平成28年度補正予算 ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）普及加速事業費補助金 
  公募要領（一次公募） 
  P.15-16 ： 2-1 設備等の要件及び補助対象設備等一覧より 
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エネルギー計測装置の例 

「エネルギー計測装置」とは、住宅の電気系統に取り付け、 
家庭での使用電力量や、太陽光発電システムの発電量を計測し、 

データの保存、エネルギー（電気）の見える化を行う機器のことです。 

「エネルギー計測装置」は、分電盤に取り付け或いは、 
組み込まれる場合が一般的です。 

●「エネルギー計測装置」の例 

住宅用分電盤 
エネルギー 
計測装置 

HEMS 
コントローラ 

回路毎に電流センサを接続して、 
使用電力量や発電量を計測します。 

分電盤の中に組み込まれている製品もあります。 
タブレット 

/スマートホン等 

エネルギー 
の見える化 

※ ここで紹介している構成は、エネルギー計測装置の一例です。詳細は、各製品の発売元にお問い合わせください。 
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ECHONET Lite搭載製品の調べ方 
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ECHONET Lite 搭載（認証取得）製品は、 
 エコーネットコンソーシアムホームページにて公開しています。     

 

URL http://echonet.jp/ 
 

※ 「補助金要件を満たしているか否か等」製品に関するお問い合わせは、 
  製品の発売元に直接お問い合わせください。 

エコーネットコンソーシアム ホームページ TOP 

「エコーネット製品紹介」 
をクリック 

エコーネット製品紹介ページ 

「ECHONET Lite規格」 
↓ 

「分電盤メータリング」 
をクリック 
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“ECHONET LiteTM”とは 
  スマートホームを実現する公知な標準インターフェース（おなじ“ことば”） 

  

“ECHONET LiteTM” 
※ECHONET： Energy Conservation and Homecare NETwork 
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公共（電力・ガス等）システム 

情報システム 

スマートハウス 

スマート家電 

スマートメーター 

燃料電池 太陽光発電 

給湯器 

（ガス・電気） 

電気自動車充電器 
/充放電機 

蓄電池 

コントローラ 

コントローラ 
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HEMSにおける公知な標準インターフェース 

※出典：2012/2/24 経済産業省 報道発表資料 
  http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007.html 

※ JSCA 第２回スマートハウス標準化検討会（2011.12.16）  

 家電や住宅設備を有効活用するためには、異なるメーカーの 
 全ての機器が、同じインターフェース（“ことば”）を搭載する必要があります。 

 政府は、スマートホームを構成するHEMSの公知な標準インターフェースとして、 

         「ECHONET LiteTM」（エコーネットライト） 

 を推奨しています。 

重点８機器 
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“ECHONET Lite”による生活支援サービスのイメージ 

※エコーネットのユースケース動画：http://echonet.jp/usecase/ 8 
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HEMS（Home Energy Management System）とは？ 
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● 家庭で使うエネルギーを効率的に利用するための管理システム。 
  － 電気やガスなどの使用量の「見える化」、 
  －エネルギーの効率的な利用の為に、家電・住設機器を「自動制御」 
  

  ※ 補助金要件の「エネルギー計測装置」もHEMSの一部です。 
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家ごとつながるこれからの住まい ~ IoT住宅 ~ 

  HEMSを活用した「IoT住宅」は、太陽光発電や蓄電池、エアコンなどの 
様々な住宅設備がインターネットとつながることで、新しいサービスがうまれ、 

より快適で安全・安心な、新しいライフスタイルが大きく広がります。 
  

※ IoT（Internet of Things） ： “もの”のインターネット 
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IoT住宅でできること。 
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スマートメーター 従来の電力量計 

外観 
 
※スマートメーター外観は、 
  一例です。実際のものと 
  異なる場合があります。 

検針業務 
通信による自動検針 
（Aルート） 

検針員による手作業 

計測間隔 30分 1ヶ月 

宅内への情報提供 
（HEMS接続） 

ECHONET Liteによる情報提供 
（Bルート） 

なし 

スマートメーターの 
その他のメリット 

お引越し時のお客さま負担軽減  
契約アンペア変更の簡素化  
停電復旧の迅速化   等 

－ 

スマート電力量メーターもECHONET Lite対応です。 
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2024年度末までに、日本全国の全世帯（低圧）にスマートメーターの導入完了。 

     “一家に一台、ECHONET Lite機器” 

出典：スマートメーター制度検討会（第15回）‐配布資料 
     http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/015_haifu.html 
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2013~15年度 ECHONETLite機器出荷台数調査 結果 
                                            （スマート電力量メーターを除く） 
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● ECHONET Lite搭載 スマートメーターは、全国１/4世帯に設置済み 
● エアコンは、年間出荷台数の約半数がECHONET Lite対応！！ 
● コントローラ（HEMS）の普及が、IoT住宅のカギとなる。 

（台） 

1,104,414 
  

2,082,234 
  

2,639,749 

出荷台数 合計（台） 

43,42,58(千台) 
11,9,4(千台) 

2,7,7(千台) 4,6,13(千台) 

47,122,237(千台) 

764,1522,1998(千台) 

48,53,55(千台) 

185,320,265(千台) 

スマートメーター設置済み台数 
     （2016年２月末時点） 

（万台） 

1338.9 万台 

※ 経済産業省 
  総合資源エネルギー調査会  
  電力・ガス事業分科会 資料より ※ アプリ、燃料電池、照明、EV充放電器は、統計情報として取り扱えないため記載なし. 

スマートホンから操作できる 
エアコンはECHONET Lite 

対応製品です。 
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ECHONET Liteに関して、もっと知りたい方は、 

  エコーネットコンソーシアムHPに是非お立ち寄りください。 
  

URL http://echonet.jp/ 

ECHONET Liteに関する情報の入手方法 

● 主なコンテンツ 

 ・エコーネットの紹介 
 ・活動内容 
 ・エコーネット製品紹介 
 ・パンフレット、技術資料（規格書等） 
  のダウンロード 
 ・イベント情報、入会案内 等 

エコーネットコンソーシアム ホームページ TOP 

※ お問い合わせ先： 
    エコーネットコンソーシアム事務局 
    info@echonet.jp 
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ECHONET Lite 入門書のご案内 

・著者：杉村 博、笹川 雄司 、関家 一雄、 
      藤田 裕之、一色 正男 共著 

・出版社：株式会社オーム社 

・定価：2,700 円(本体2,500 円＋税) 

・A5 184頁 

・ISBN 978-4-274-50632-1 

・発売日 : 2016年09月22日 

 

ECHONET Lite 規格の入門書が発売されました！ 
  ※ 詳細は出版社HPをご覧ください

（http://shop.ohmsha.co.jp/shopdetail/000000004719/） 
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※ 本資料に関する注意事項 

・エコーネットコンソーシアムは、本資料に記載の内容に関する工業所有権に対して、一切の責任は負いません。 

・エコーネットコンソーシアムは、本資料の使用による、いかなる損害も責任を負うものではありません。 

・「エコーネット」、「ECHONET」、「ECHONET Ready」、「ECHONET Lite」、「ECHONET Lite AIF」並びに、  
 「エコーネットロゴマーク」は、エコーネットコンソーシアムの商標です。 

・その他、各会社名、各商品名は、各社の商標または登録商標です。 
 


